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1. はじめに 

  ステンレス鋼は，優れた耐食性を有するため，土木構造物への使用が期待されている．このようなステンレス鋼

を鋼構造物に利用する方法としては，適材適所とした炭素鋼との併用が考えられる．本研究では，ステンレス鋼と

炭素鋼を異材突合せ溶接した板の表面腐食性状について，複合サイクル試験前後の観察結果を詳細に調べる． 

2. 対象試験体 

本研究で対象とするステンレス鋼は，公称板厚 12mm のオース

テナイト系ステンレス鋼 SUS304 およびリーン二相ステンレス鋼

SUS323L である．また，これらステンレス鋼と突合せ溶接する炭

素鋼は，公称板厚 12mmの SM400 および SM570である．表 1は，

本研究で対象とした全供試体を示す.ここで，304AT，323AT，44PAT

および 25PAT は，腐食の発生が見られなかったため，以降の結果

において省略する．  

 図 1 は，対象とした供試体形状を示す．異材接合供試体は JIS 

Z3121 1A 号試験片 1)を，単体供試体は JIS Z2241 14B 号試験片 2)を

採用した． 

3．表面解析方法  

複合サイクル試験による促進腐食試験方法の詳細は，文献 3)を

参照されたい．供試体の表面は，複合サイクル試験前後にて，3次

元マイクロスコープ（キーエンス社製 VR-3000）を用いて観察し

た．図 2は，供試体表面の腐食深さ評価領域を示す．ここで，異材

接合供試体は溶着金属端部を原点とした炭素鋼側 20mmの領域を，

単体供試体は中心を原点とした両側 20mmの領域を評価する．  

4．ステンレス鋼と炭素鋼を異材突合せ溶接した板の表面腐食性状 

図 3は，図 2の評価領域で得られた供試体表面の平均腐食深さお

よび最大腐食深さを示す．同図の Topおよび Bottomは図 2上側に

示す供試体平行部評価領域の表裏面を，Left および Right は図 2 下

側に示す供試体平行部評価領域の側面を意味する．また，平均は，

これら 4 面の結果の平均値を意味する．まず，同図(a)の平均腐食

深さについてみてみると，平均の結果は，44AT が 400AT の約 1.12

倍，25AT が 570AT の 1.06 倍となることがわかる．つぎに，同図

(b)の最大腐食深さについてみてみると，結果の平均は，44AT が

400AT の約 1.07 倍，25AT が 570AT の約 0.99 倍となることがわか
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表 1 対象供試体 

 

 

(a)異材接合供試体(JIS Z3121 1A) 

 

 

(b)単体供試体(JIS Z2241 14B) 

図 1 供試体形状 

試験片 塗装
304AT-1(2) 無
323AT-1(2) 無
400AT-1(2) 無
570AT-1(2) 無
44AT-1(2) 無

44PAT-1(2) 有
25AT-1(2) 無

25PAT-1(2) 有

鋼種

SUS304+SM400
SUS304+SM400
SUS323L+SM570
SUS323L+SM570

SUS304
SUS323L
SM400
SM570

3535

89.9

19.9

SMSUS

25

12
炭素鋼側両面の

塗装範囲

50

130

20 SUS or SM

SUS or SM12



る．これらの結果より，異材突合せ溶接した板の表面腐

食深さは，炭素鋼単体供試体の腐食深さに比べて同等以

上となる． 

図 4は，図 2 の評価領域において，各供試体の最大腐

食深さ発生位置を示す．同図の横軸の原点は，異材接合

供試体では溶着金属端部として，単体供試体では供試体

中心として表している．なお，単体供試体は，供試体中

央部からの絶対距離を意味する．同図の異材接合供試体

の，最大腐食深さ発生位置は，単体供試体に比べて原点

付近に発生する傾向にある． 

5. おわりに 

 本研究では，促進腐食試験を実施したステンレス鋼と

炭素鋼を異材突合せ溶接した板の表面腐食性状を調べ

た．本研究で得られた成果を以下にまとめる．(1)ステン

レス鋼と炭素鋼を異材突合せ溶接した板の表面腐食深

さは，炭素鋼単体供試体に比べ，同等以上となる. (2)ス

テンレス鋼と炭素鋼を異材突合せ溶接した板の表面最

大腐食深さは，炭素鋼単体供試体に比べて溶着金属端部

付近に発生する傾向にある. 
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(a)平均腐食深さ 

 

(b)最大腐食深さ 

図 3 供試体評価領域の表面腐食深さ 

 

図 4 最大腐食深さ発生位置 
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(a)異材接合供試体            (b)単体供試体 

図 2 表面観察評価領域 
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